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Community cooperation 

 

 

 
新潟は海港 150 周年を迎える港町で、地域には海運造船分野の仕事があり、この分野について国土交通省北陸

信越運輸局海事部様より松崎首席海事技術専門官様を講師として派遣いただき、平成 30 年８月 23 日（木）～24

（金）に 4回にわたって「船舶の総トン数」について、講義をしていただきました。 

 

「講義風景」                 「演習問題の解答説明」 

 

講義内容は、アルキメデスの原理、トンの由来、国際総トン数、総トン数、シンプソン第一法則演習と港湾関連

の仕事について講義していただきました。 

 

【スキルアップシートより】 
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手助けや協力が

できた

❽気づき新しい

発見があった

❾自分で評価で

きることがあっ

た

系列1 91.4 85.4 85.4 90.2 78.1

91.4 
85.4 85.4 90.2 

78.1 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

で
き

た
と

実
感

す
る

割
合

（
％

）

スキルアップシートより

 船には重さのトンだけではなく、容積や重量など数種類のトンがあることがわかった。 

 アルキメデスの原理を例にした話がわかりやすかった。 

 船が浮く原理や「トン」についての由来など初めて聞く内容で面白かった。 

 例題の回答のとき、最後まで答えを見ないで考えた。 

 今後もしかしたら船舶関係の仕事に就くかもしれないので総トン数の計算ができるようになって良かった。 

 船を作るには CAD データのチェックや実際に中に入ってチェックするなど大変だと言うことがわかった。

製作以外にも技術が必要だと思った。 


